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ソフト事業地域活性化支援事業

美山町産官学公連携協議会支援事業

一般会計

441

2.総務 － 1.総務 － 9.地域

　美山地域の住民組織・団体、南丹市と包括協定を結んでいる佛教大学、南丹市美山支所の連携により、地域

課題への解決に向けた取り組みを進めている産官学公連携協議会の活動に対して補助金を交付した。

産官学公連携協議会への活動補助

　補助金　523,000円

　過疎化の進む地域内において課題ごとに設置してい

るプロジェクトを横断的に連携させ、行政・大学・住

民組織が一体となり、地域資源を活かした協働のまち

づくりが展開できた。
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事業No. 91

①施策で目指す目標との関連付け

　産官学公連携協議会に参画するそれぞれの立場の住民組織が積極的に連携を図り、地域課題の解決に向け

協働のまちづくりを推進していく。

②事業を実施する必要性

　地域課題の中でもとりわけ少子高齢化に伴う人口の減少は地域力の低下をもたらしている。地域の元気を

創りだすにはそこに住む住民の「やる気」と、安定した経営基盤の確立である。そのためには地域に新しい

風をおこす新住民の定住や、豊富な知識をもった大学教授陣のアイデア、また学生による斬新なアイデア等

が必要不可欠である。これらを一体的に事業展開するには、いくつもの組織が連携し事業推進することが必

要である。

0決算額または計画額

財

源

内

訳

うち一般職・嘱託職・臨時職の

給与および共済費等

使用料・手数料等

国 ・ 府 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源

職 員 等 の 従 事 人 員

人 件 費

事 業 費 総 額

0 730 523 523 523 523
単 位

人 /年

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0
0 0 365 261 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0
0 0 365 262 523 523 523

0.22
1,322
1,845

平18決算 平19決算 平20決算 平21決算 平22予算 平23計画 平24計画

－

－

－

－

－

－

千円未満を四捨五入し表示しているので、合計等が一致しない場合がある。

※事業費を要しない場合は「0」、事業を実施しない場合は「空白」で表示。

※
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　地域課題に即応した地域づくりのプロジェクトを明確にし、関係者が連携する中で充分な議論がなされてい

るが、事業化に向けた財源確保で行き詰る。市域内のモデルケースとして、市の支援をどうするのか、市内で

の認知を得るためにどう情報発信するのか等の検討が必要である。
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■平成21年度の所属長評価

活　　　動　　　内　　　容 活動日又は時期 活 動 結 果 等

Iターン・Ｕターン定住促進　プロジェクト

●各地区振興会と各地区事務局長との会議を開催し

た。

6月18日、10月29日 2回の会議を開催し、現状

や課題を共有出来た。

モデルフォレスト推進プロジェクト

●宮脇地区モデルフォレスト活動（内容：下刈り・間

伐作業、学習会、間伐、しいたけ原木伐り作業）

●江和地区モデルフォレスト活動（内容：植樹作業）

●中地区モデルフォレスト活動（植樹、南地区里山エ

リアの下刈り作業

4月18日、7月4日、10月

17日、11月11日･13日･14

日･15日･21日

地元等との協力により美山

管内の3ヶ所で実施するこ

とが出来、都市住民との交

流や山林の保全にも繋がっ

た。

景観・環境保全プロジェクト

●希少植物（ベニシャクヤクの実態調査の実施、

●環境美化活動（美山クリーンリバー作戦の実施）

●景観保全のための人材育成（小学生対象の水辺の生

き物教室の実施）

●景観育成・保全活動（3,000球の水仙の植栽、“か

やぶきの里前川づくりワークショップ”の開催）

実態調査（8月3日）

クリーンリバー作戦（5

月23日、6月6日）

水辺教室（8月8日）

水仙の植栽（10月17日･

24日･25日、11月22日）

研修会（1月26日）

特産品開発と販売プロジェクト

　地元の素材にこだわった商品の開発にむけた取り組

みを行った

●米粉パンの試食アンケートの実施

●「大野農産加工グループ」の和菓子「黄金芋」につ

いて、販売用資材の支援などを行った。
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